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Abstract
We experienced a world wide spread novel inﬂuenza A （H1N1） virus infections in 2009. We can now get 
easily large amounts of news of novel inﬂuenza virus infections by internet. According to studying of Japa-
nese government strategy of prevent 0 entering the Japan, we should take care about whether a novel inﬂuen-
za virus could already be in Japan. We also should be take care in making diagnostic standard on novel inﬂu-
enza virus infections in order to avoid doctors misunderstandings in diagnosing of novel influenza virus 
infections.
The strategy of prevent 0 entering and the local closing of schools might be effective to prevent spreading 
novel inﬂuenza infections. Considering the examination of medical cares against novel inﬂuenza infections, 
medical facilities of outpatient of fever should be largely increased in future.





































発表で，最も早い発症例は 3 月 11 日のメキシコ
市の成人男性となっているが，園児は今も「ニー
ニョ・セロ」（ゼロ番の子供）と呼ばれている（毎
日新聞　2009 年 5 月 31 日　東京，朝刊）．最初
の死亡例はメキシコ政府発表のメキシコ市の女性






民は比較的冷静だった．ただ，10 州で 91 人が感
染し，テキサス州で死者も出たことから，不安は
徐々に広がりつつあった（読売　2009 年 4 月 30









のは世界初（時事 2009. 5 月 3 日）．アジアでは，
















域は 20 に広がり，感染者は 1000 人を超えた（ロ









した（外務省海外安全ホームページ（2009 年 4 月
27 日））．厚生労働省は，新型インフルエンザ－
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2009 年新型インフルエンザウイルス A（H1N1）の流行とその対策についての一考察
－－
当面の政府対処方針（2009 年 4 月 29 日）－として，
豚由来インフルエンザ（H1N1）を感染症の予防及
び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

























てほしい」と呼びかけた（日経　4 月 29 日）．その
後，弱毒性だが感染力が強いことも述べた（5 月
10 日）．現実には感染者数は世界中で 1500 人を
超え（産経　5 月 6 日），アメリカで慢性疾患合併
の女性が初の死亡者となった（朝日　5 月 6 日）．
































るという（2009 年 5 月 7 日　読売新聞）．
世界中で新型インフルエンザ感染が増加し続
け，日本でも神戸で初めて海外渡航歴のない高校






























チリ保健省は 19 日までに，4315 人が感染し 4




























ていた（日経　5 月 9 日）．
神戸市で，新型の豚インフルエンザによる国内







































































































































が続いているが，その 9 割程度が B 型だった．
そのため「A 型の報告が増えた場合，新型インフ
ルの可能性がある」と警戒を呼びかけていた（朝日
新聞　5 月 29 日）．
神戸，大阪では 5 月 18 日からの週に，週末ま
で休校とする学校が多かった．
朝日新聞によると，集団感染の「予兆」は，大型














師（57）は 15 日に診察した中学 1 年の女子生徒の
ことが頭をよぎった．
女子生徒は 39 度近い高熱と頭痛を訴えて来院





































































とみられるという（朝日新聞　5 月 29 日）．
新型インフル，国内最初の発症（5 月 5 日）に関
して，厚生労働省は 6 月 4 日，国内の新型インフ
ルエンザ感染者の発症日を集計した結果，発症者







6 月 4 日も静岡県や東京都，千葉県で新たな感
染者が確認され，国内感染者は計 410 人となった．
同省によると，同日午前 11 時までに感染が確定
した 401 人（検疫段階を除く）のうち 358 人が既に
回復．37 人が治療中か経過観察中で，残る 6 人
は調査中という．





































































国立感染症研究所（感染研）は 6 月 15 日，新型
インフルエンザが集団発生した大阪府，神戸市で
の積極的疫学調査結果について報告した．神戸市
では発症者の発生を 5 月 5 日までさかのぼること
ができたが，大阪府とともに感染源の特定には至
らなかった（前出）．感染研感染症情報センターに




路が追えないのは 7 人にとどまった．調査した S
主任研究官は「思っていたよりも地域内の感染は
限定的だった．大規模な学校閉鎖の効果ではない












世界で 200 万人が死亡した 1957 年のアジア風
























レンザ）や Peramivir がある5）．インフルエンザ B
には M2 タンパクがないため M2 タンパク阻害薬
は効果がない．治療量はタミフルでは 2mg/kg bid
（1 日 2 回投与）×5days，予防投与ではタミフル
2mg/kg od（1 日 1 回投与）×10days．リレンザは濃
厚接触時治療量 10mg bid×5days，予防投与 10mg 
od×10days，パンデミック時治療量 10mg bid×
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